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【令和 6年度版】鑑賞サポートに関する意識調査 
 

調査目的 

障害者差別解消法の改正により、2024年 4月から民間事業者に対して「合理的配慮」が義務化されました。そこで現

在、鑑賞に障害のある観客に向けたサポートの実施にあたり、どのような困りごとや課題があるのかを把握し、今後必要

な施策について検証することを目的としてアンケート調査を行います。舞台公演の「合理的配慮」が、観客、企画運営側、双

方にとって有益なものとなるよう、ご協力をお願いいたします。  

いただいたご回答は、報告やウエブでのレポート等に使用させていただきますが、団体名や個人情報など特定できる内容

は公開いたしません。 

（文化庁委託事業「令和６年度障害者等による文化芸術活動推進事業」 障害者等による文化芸術活動の推進に向けた課

題解決プロジェクト 主催：文化庁、Palabra株式会社） 

調査対象 

舞台作品の企画や運営に携わる方  

調査内容 

１） 障害者差別解消法に関する意識調査 

２） 鑑賞サポートへの意識調査 

３） 基本情報 
 

設問数 

全 13問 
 

調査期間 

令和 7年 3月 11日（火）～令和 7年 3月 31日（月） 
 

調査手法 

① WEB入力フォーマットによる回答 

（右記QRコードより該当フォーマットへアクセスできます。） 

② 書面による回答 

（メール・FAXなどで回答した書面を送付）  

 

送付・お問い合わせ先 

Palabra株式会社 UDCastサポートセンター（担当：蒔苗） 

〒164-0011 東京都中野区中央 2-9-1 サンロータスビル 401  

TEL 0120-291-088 FAX 03-5937-2233 

MAIL info@udcast.net 

 

 

はじめに右のQRコードから弊社「個人情報の取り扱いについて」をご確認のうえ、 

同意される方のみアンケートにお進みください。 

  

mailto:info@udcast.net
https://udcast.net/privacy2/
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１．障害者差別解消法に関する意識調査 

 

「合理的配慮」とは 

「合理的配慮の提供」とは、障害のある人から「社会の中にあるバリア（障壁）を取り除くために何らかの対応が必要」

との意思が伝えられたときに、行政機関等や事業者が、負担が重すぎない範囲で必要かつ合理的な対応を行うこと

です。（内閣府「障害者差別解消法に基づく基本方針の改定」より） 

 

1-1) 「合理的配慮」という言葉は、ご存じでしたか？（回答必須） 
 

１．知っている  ２．意味は分からないが聞いたことはある  ３．知らなかった（このアンケートで知った） 
 

1-2) 改正障害者差別解消法の施行(2024年 4月より）で、障害者への「合理的配慮」が 

国や自治体に加え、事業者も義務化されることについてご存じでしたか？ （回答必須） 
  

１．知っている  ２．聞いたことはある  ３．知らなかった（このアンケートで知った） 

 

1-3) 貴団体では、障害のある観客から舞台公演を鑑賞するためのサポートをしてほしいという 

お問い合わせを受けたことはありますか？（回答必須） 
  

１．ある  ２．ない  ３．その他（                                               ） 

 

補問) (1-3で「ある」と回答された場合ご回答ください) 

これまでにお問い合わせを受けた方の障害の種別を教えてください（複数回答可） 
 

１．肢体不自由   ２．視覚障害   ３．聴覚障害   ４．内部障害   ５．知的障害   ６．精神障害 
 
７．発達障害      ８．その他・複数の障害がある方等 

（分かる範囲で詳細をご記入ください：                               ） 

「建設的対話」とは 

合理的配慮の提供に当たっては、社会的なバリアを取り除くために必要な対応について、障害のある人と事業者等

が対話を重ね、共に解決策を検討していくことが重要です。このような双方のやり取りを「建設的対話」と言います。

(内閣府リーフレット「令和 6年 4月 1日から合理的配慮の提供が義務化されました」より)   

 

1-4） 合理的配慮の提供に当たって 

「建設的対話」を求められていることをご存じでしたか？（回答必須） 
   

１．知っている  ２．聞いたことはある  ３．知らなかった（このアンケートで知った） 

 

1-5） 貴団体では「建設的対話」に対応することができていますか。（回答必須） 
   

１．できている   ２．おおむねできている   ３．一部できている   4.できていない   ５.わからない 

６．その他（                                                            ）  

 

1-6）「建設的対話」ができた事例、できなかった事例があれば教えてください。 
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鑑賞サポートへの意識調査 

  

2-1） 貴団体が既に実施しているサポート、もしくは実現できそうなサポートは 

次のうちどれですか？（複数回答可）  

▶きこえない・きこえにくい方への聴覚サポート 

□受付での筆談対応   □受付での手話対応     □台本・資料の事前貸し出し 

□上演中の台本タブレット貸し出し  □日本語上演での日本語字幕   □上演中の手話通訳     

□ヒアリングループ等聞こえやすくするための機器の用意   □振動で音を楽しむ装置の用意 

□光で音を楽しむ装置の用意   □問い合わせのメール表記と対応  □実施していない 

その他（                                                            ） 

▶見えない・見えにくい方への視覚サポート 

□上演中の音声ガイド（解説）  □点字の資料提供   □音声データ版の資料提供 

□テキスト版の作品資料提供  □駅から会場までの送迎  □場内誘導  □触れる舞台や客席模型 

□問い合わせの電話番号表記と対応  □実施していない  その他（                       ） 

▶その他のサポート 

□車椅子利用者の鑑賞スペース確保                □障害者の介助者に対する介助者チケット割引 

□座席位置の配慮     □託児、子供のサポート      □舞台説明会       □バックステージツアー 

□盲ろう者のサポート   □実施していない      □その他（                            ） 

 

2-2） どういった条件があれば、 

さらに他の鑑賞サポートも実施できると思いますか？（複数回答可） （回答必須） 
 

□専門スタッフの配置   □財源の確保   □著作権処理に関する支援  

□貴団体のスタッフに向けた研修の実施   □国から方針、指針が定められること 

□貴団体内部での理解が得られること    □鑑賞サポートが一般客に認知されること 

□鑑賞サポートが必要な観客の動員       □その他（                                  ） 

 
 

2-3） 上記で選択いただいた条件の中で、 

貴団体にとって一番困難に感じていることはどれですか？ （回答必須） 
 

１．専門スタッフの配置          2．財源の確保         3．著作権処理に関する支援  

4．貴団体のスタッフに向けた研修の実施     5．国から方針、指針が定められること 

6．貴団体内部での理解が得られること      7．鑑賞サポートが一般客に認知されること 

8．鑑賞サポートが必要な観客の動員          8．その他（                               ） 

 

2-4） 設問 2-3で、困難に感じる理由をお聞かせください 
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基本情報 

 

よろしければ、ご自身のことについてお知らせください。 

結果公表の際には、選択いただいた運営形態と所在地のみ紹介いたします。ご記載いただいた貴団体の名称は公開

いたしません。 団体名や個人情報は回答内容の確認にのみ使用いたします。 
 

 

3-1)  貴団体の名称をご記入ください 
 

 

 

3-2) 運営形態（複数選択可）（回答必須） 

 

□公立の文化施設      □民間の文化施設     □文化財団        □自治体 

□実演団体（劇団、プロデュースユニットなど）      □舞台制作会社      □個人 

□その他（                                                                             ） 

 

3-３) 所在地（都道府県）（回答必須） 

 

 

 

 

 

 

 

設問は以上です。アンケート調査へのご協力ありがとうございました！ 

結果の報告をご希望の場合は、下記にメールアドレスをおしらせください。 

 

 

 


